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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月24日(2008.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 式１：

に相当する構造を有する化合物またはその製薬上許容できる塩：但し、上記の式において
： Ｘは－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－および－Ｓ（Ｏ）2－より成る群から選ばれ；
Ｒ2はＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ2－Ｃ6アルケニル、Ｃ2－Ｃ6アルキニル、Ｃ1－Ｃ5アルコキ
シ－Ｃ1アルキルおよびＣ1－Ｃ5アルキルチオ－Ｃ1アルキルより成る群から選ばれ；
Ｒ3およびＲ8に関し： Ｒ8は－ＯＲ14および－Ｎ（Ｒ15）（Ｒ16）より成る群から選ばれ
；そしてＲ3は－Ｈ、－ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）－Ｒ17、Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ18および－Ｃ（Ｏ）
－Ｓ－Ｒ19より成る群から選ばれるか；または
Ｒ8は－Ｎ（Ｒ20）－であり、そしてＲ3は－Ｃ（Ｏ）－であり、この場合Ｒ8とＲ3とはそ
れらが結合される原子と一緒になって環を形成するか；または Ｒ8は－Ｏ－であり、そし
てＲ3は－Ｃ（Ｒ21）（Ｒ22）－であり、この場合Ｒ8とＲ3とはそれらが結合される原子
と一緒になって環を形成し；
Ｒ3が－Ｃ（Ｒ21）（Ｒ22）－であるならば、Ｒ4は－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ23であるか；さも
なければＲ4は－Ｈであり；
Ｒ1、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、独立に、－Ｈ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ2－Ｃ6アル
ケニル、Ｃ2－Ｃ6アルキニルおよびＣ1－Ｃ5アルコキシ－Ｃ1アルキルより成る群から選
ばれ；
Ｒ9およびＲ10は、独立に、－Ｈ、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ2－Ｃ6アルケニル、Ｃ2－Ｃ6ア
ルキニルおよびＣ1－Ｃ5アルコキシ－Ｃ1アルキルより成る群から選ばれ；
Ｒ11およびＲ12に関し： Ｒ11は－Ｈ、－ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ24および－Ｃ（Ｏ）
－Ｓ－Ｒ25より成る群から選ばれ；そしてＲ12は－Ｈ、－ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ26お
よび－Ｃ（Ｏ）－Ｓ－Ｒ27より成る群から選ばれるか；または
Ｒ11は－Ｏ－であり、そしてＲ12は－Ｃ（Ｏ）－であり、この場合Ｒ11とＲ12とはそれら
が結合される原子と一緒になって環を形成するか；または Ｒ11は－Ｃ（Ｏ）－であり、
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そしてＲ12は－Ｏ－であり、この場合Ｒ11とＲ12とはそれらが結合される原子と一緒にな
って環を形成し；そして Ｒ13はＣ1アルキルであり；
Ｒ14は－ＨおよびＣ1－Ｃ6アルキルより成る群から選ばれ；ここでＲ14がＣ1－Ｃ6アルキ
ルであるとき、Ｒ14は、場合によって、シクロアルキル、ヘテロサイクリル、アリールお
よびヘテロアリールより成る群から選ばれる１つまたは２つ以上の部分によって置換され
ており；
Ｒ15およびＲ16に関し： Ｒ15は－Ｈ、アルキルおよびアルコキシより成る群から選ばれ
；そしてＲ16は－Ｈ、－ＯＨ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ｒ27a、－Ｃ（Ｏ）
－Ｏ－Ｒ28および－Ｃ（Ｏ）－Ｓ－Ｒ29より成る群から選ばれ；ここでＲ15およびＲ16が
、独立に、アルキルまたはアルコキシであるとき、Ｒ15およびＲ16は、独立に、場合によ
って、シクロアルキル、ヘテロサイクリル、アリールおよびヘテロアリールより成る群か
ら選ばれる１つまたは２つ以上の部分によって置換されているか；または
Ｒ15は－Ｈであり；そしてＲ16はシクロアルキル、ヘテロサイクリル、アリールおよびヘ
テロアリールより成る群から選ばれ；
Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ27a、Ｒ28お
よびＲ29は、独立に、－Ｈおよびアルキルより成る群から選ばれ、ここでアルキルは、場
合によって、シクロアルキル、ヘテロサイクリル、アリールおよびヘテロアリールより成
る群から選ばれる１つまたは２つ以上の部分によって置換されており；そして
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15

、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ27a

、Ｒ28およびＲ29がいずれも、独立に、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ
、アルキルチオ、シクロアルキル、ヘテロサイクリル、アリールおよびヘテロアリールよ
り成る群から選ばれる部分であるとき、その部分は、場合によって、－ＯＨ、アルコキシ
およびハロゲンより成る群から選ばれる１つまたは２つ以上の置換基によって置換されて
いる。
【請求項２】
Ｘは－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－および－Ｓ（Ｏ）2－より成る群から選ばれ；Ｒ2はＣ1－Ｃ6ア
ルキルおよびＣ1－アルコキシ－Ｃ1アルキルより成る群から選ばれ、Ｒ8は－ＯＲ14であ
り；Ｒ3は－Ｈであり；Ｒ4は－Ｈであり；Ｒ1、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は－Ｈであり；Ｒ9お
よびＲ10は－Ｈであり；Ｒ11は－Ｈであり；Ｒ12は－Ｈであり；Ｒ13はＣ1アルキルであ
り；Ｒ14は－Ｈである
請求項１に記載の化合物またはその製薬上許容できる塩。
【請求項３】
請求項１に記載の式１の化合物またはその製薬上許容できる塩を含む、医薬組成物。
【請求項４】
化合物がＳ－［２－［（１－イミノエチル）アミノ］エチル］－２－メチル－Ｌ－システ
イン；Ｓ－［２－［（１－イミノエチル）アミノ］エチル］－２－エチル－Ｌ－システイ
ン；Ｓ－［２－（１－イミノエチルアミノ）エチル］－２－メチル－（Ｄ／Ｌ）－システ
イン；（２Ｒ）－２－アミノ－３－［［２－［（１－イミノエチル）アミノ］エチル］ス
ルフィニル］－２－メチルプロパン酸；および（２Ｒ）－２－アミノ－３－［［２－［（
１－イミノエチル）アミノ］エチル］スルフォニル］－２－メチルプロパン酸からなる群
から選択される請求項３に記載の医薬組成物。
 


	header
	written-amendment

